
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№８ 

平成２７年１２月号 

港区立港南中学校 
港南中だより 

 

「生きる力」は学社融合の中に！                                                 

        校 長  渡辺  一信 

今年は、暖冬といわれています。暦の上では、１２月７日は大雪。北風が次第に強くなり、雪も多く降るということか

ら大雪と呼ばれています。しかし、今年の冬は、暖かい日が多いように感じます。よく「冬の寒さが人を育てる」といわ

れます。寒さは、心を強く育てる。生きる上での人間の芯となるものを育むのだと思います。だから、生徒の皆さん

は、この冬の寒さ（人生の冬の寒さ）にじっと耐え（黙々と努力する）て、寒さに負けないで目標をしっかりつかみ取る

まで頑張っていかなければなりません。 

 

学校は、三者面談中です。これを契機に生徒は２学期の学習・生活等「生きる力」への取り組みと３学期への準備

に取り組んでいくのです。今回、私は、３年生と面接をする機会がありました。どの生徒も自分の卒業後のことをしっ

かり考え、真面目な取り組みをしていることを聞き、改めて港南中の生徒の良さを認識しました。生徒は３年間で立派

に成長（「生きる力」をつけている）していると実感いたしました。 

今年度も、「生きる力」を育むために幼小中の連携はもちろんのこと、地域（町会・自治会・事業所）・保護者の皆様

との協働をしてきました。そうした協働の中で生徒の人間形成が確実に図られているのです。 

例えば、１２月は、３年生が幼稚園に行っての保育実習、１年生の芝商業高校のマナー講座、1・2 年生の東京海洋

大学の運河学習等であります。港南幼稚園・芝浦幼稚園で３年生は、自分たちで用意した紙芝居、絵本の読み聞か

せ、トランプ、なわとび、折り紙、風船遊び等遊び体験を通して園児との触れ合い体験をしています。３年生は、いつ

も温かな心と笑顔をもらって帰って来ます。また、今年から１年生は、都立芝商業高校の３年生から社会で必要

なマナーを指導していただきます。E組は、都立港特別支援学校の「みなとフェステバル」に参加し、港南中の先輩

たちが劇で頑張っている姿を観てきました。東京海洋大学との連携学習で８日は、各学習班のまとめの発表をしまし

た。１２月だけでもこんなにたくさんの連携・交流を実施しました。 

これ以外に今年度は、地域での職場体験キャリア学習、防災訓練（学習）、運河環境学習、夏祭りのお手伝い・地

域清掃社会体験学習、吹奏楽演奏地域貢献体験等々地域の大人の方や PTAの方と一緒の活動に係わり、成長して

いるのです。特に、地域では異年齢の園児から大人までの人たちと一緒に活動をさせてもらいました。兄弟・姉妹や

親以外の仲間や大人の方と一緒に地域で活動する体験は人間形成上とても貴重であります。 

中教審の「２１世紀を展望した我が国の教育の在り方について」の答申で「生きる力」を育む重要性が訴えられ今

日の学校教育の教育理念となっています。このような「生きる力」は、学校において組織的、計画的に学習し、育むも

のであります。家庭や地域社会において親子の触れ合い、地域の人たちとの交流などの様々な活動を通して生きる

力が根づいていくものであります。家庭、学校、地域社会の連携とこれらにおける教育がバランスよく行われる中で

次代に生きるための力が豊かに育っていくものであります。したがって、この「生きる力」の育成は、学校だけで取り

組む「命題」ではありません。家庭教育や地域の命題でもあるのです。特に、家庭は、すべての教育の出発点である

といわれます。親として学力や豊かな心、心身の健康・体力のバランスの良い育成に心がけなければなりません。

子どもにとって家庭は、人間形成が行われる最初の場であります。親は、基本的な生活習慣のしつけ、情操の涵養

（かんよう）、社会生活に必要な能力等、多様に変化する社会の中で積極的に「生きる力」を発達段階に応じて育てる

役割を担っています。そして、地域社会を子供たちの教育に望ましい環境とするためには、大人（親）一人一人が地

域社会の一員であるという自覚を持ち、心豊かで住みやすい地域を作るために、地域の活動や行事に自主的に参加

し積極的にその役割を担っていくことが大切であります。そのような地域社会の中で学校と地域（町会・自治会）が融

合していくならば子どもの「生きる力」は確実に実り根づいていくものと思います。本校のPTAの活動は、豊かな住み

やすい地域づくりの大戦力となっているのです。最近は、学力格差は、つながり格差であると言っている人もいます。

生きる力の格差は、学校・家庭・地域のつながり格差なのかもしれません。学校・家庭・地域のつながりは、「ふるさ

と」となるのだと思います。子どもの「ふるさと」を形成する学社融合の推進こそが、これからの多様な社会に対応で

きる大切な取り組みだと思います。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月～１月 の主な予定 

１２月１４日（月）教育相談（終） 

１５日（火）私立高校入試相談（始） 

１６日（水）保育実習（港南幼稚園）（3年生） 

１７日（木）マナー講座（芝商業高校） 

（1年生） 

          専門委員会 

１８日（金）中央委員会 

１９日（土）土曜特別講座 

   ２１日（月）生徒会朝礼 45分×⑥ 

         職員会議 

   ２４日（木）給食（終） 45分×⑤ 

   ２５日（金）終業式 

２６日（土）こうなんふれあいクリーン作戦     

         冬季休業日（始） 

 

☆保護者・地域の皆様、本校の教育活動へのご

理解・ご協力ありがとうございまいした。 

教職員一同、さらなる発展に向け、努力をして

参ります。来年もよろしくお願いいたします。 

１月 １日（金）元旦 

   ７日（木）冬季休業（終） 

８日（金）始業式  給食なし 

   １１日（月）成人の日 

   １２日（火）朝礼 安全指導 専門委員会 

１３日（水）45分×５ 区教研 

１４日（木）中央委員会 

１５日（金）避難訓練 都内私立推薦出願（始） 

１６日（土）土曜特別講座 

１８日（月）生徒会朝礼 45分×⑥校内研修会 

１９日（火）45分×④ 白金の丘中研究発表会 

２１日（木）都立推薦出願 

２２日（金）都内私立推薦入試（始）英語検定 

２３日（土）学校公開（土曜授業） 

スポーツセミナー②③ 

２５日（月）都内私立一般出願（始） 

２６日（火）都立推薦検査 運河学習（１年生） 

２７日（水）都立推薦検査 

２９日（金）45分×④ 高松中研究発表会 

３０日（土）土曜特別講座（最終回）       

港区立港南中学校  電話０３（３４７１）０２３８ ファクシミリ０３（３４７１）０２３９ 

電子メール    konan-jt@mb.rosenet.ne.jp （28年 1月まで） 

新電子メール   konan-js@minato-tky.ed.jp   (27年９月から) 

ホームページ   http://www1.r4.rosenet.jp/konan-j/ 

幼稚園保育実習（芝浦幼稚園での様子） 

3年生は毎年、家庭科の「保育」の 

授業の一環で港南アカデミー内の幼稚 

園で保育実習をおこなっています。 

今年は 12月 9日に３Ｃが芝浦幼稚園で 

１６日に３ＡＢが港南幼稚園で行います。 

楽しく遊んでもれえるように園児の気持 

ちになり考え、準備をしました。 

大輪の菊が咲きました。 

今年Ｅ組は植物の栽培に挑戦しま 

した。菊の栽培はとても難しいので 

すが、写真のようにとても立派な花 

が咲きました。サツマイモもたくさ 

ん収穫をすることができ、調理実習 

でおいしくいただきました。 

 

 こうなんふれあいクリーン作戦 

11月のこうなんふれあいクリーン 

作戦はＥ組が参加してくれました。 

オレンジ色のベストを身にまとい 

新港南橋～みたて橋～港南小学校 

をきれいに清掃をしてくれました。 

たばこの吸い殻や空き缶、包み紙等 

でゴミ袋がいっぱいになりました。 
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